























































日干し煉瓦積みで， 壁面と床に石膏プラスター ヴォールトやドームを架けた深くて 高まりのある祭壇1．
を張る。 浅くて曲面のある半円アプスを採用したシリ空間は，






中央内陣のみを彩色壁面で飾り， シリアで最もふつう にあるアーケードで仕切る形半円アプスの4． で，、
式と，代わりに奥壁に矩形ニッチを備える。 外壁と同じ煉瓦積みの壁で仕切る当地特有の形





の位置に設ける。 がある。 クテシフォンの教会は． 身廊両側に柱を立て
東長辺の開口が中庭に通じ， 内陣３室は身廊に対してのみ開口して西側は付属室と 並べるものの，7．
結ぶ。 形式上は単廊式として扱うべき教会堂と思う。おり，
この種の建築遺構は． 地中海沿岸部を除く と．西ア 従来シリアを中心に論じられてきた東方キリここに．
ジアにはわずかしか知られていなかった。 'よ異なった新たな建築類型を見だが近年の スト教会の建築様式と
フィエらの研究によ ると． 史料上は決してそのＪＭ． いだすｃ
たことを知る 〔Fieyl968〕･アイような状況でなかつ
ハーグ島とファイラカ島のキリスト教遺跡ン・シャーイア遺跡での教会遺構の発見は， 手詰まり 4．
状態にあったこの分野の建築研究に新たな視点を与え フランス調査団がク『 イト沖つい最近になって， ラエ
る契機となった。 のファイラカ島アル． クスール遺跡で教会遺構を発掘
〔BemardetaL1991〕。発見さした成果が報じられた
イラク領内の教会遺構 れた教会建築のプランが公表 きれており，3． アイン.
イラク領内で考古学的調査が行われた10例足らずの初 シャーイアの遺構と 対比してみると， その幾何学的相
期教会建築の遺構を比較観察すると， 北部地方と南部と 似には驚きを禁じえない（図ｌb)。 さらに1959年に調
(ペルシア湾）建築上の諸要素が多く の側面で異なっているこでは， 査されたアラビア湾 に浮かぶハーグ島
とが目につく。北の２例カスル・セリージュ〔Oates 〔Ghjrshmanl960〕の修道院遺跡の教会遺構 にも，同
1962〕 〔Abbul987〕は，その切りとムセイフネの教会 様の計画理念を認めることができる (図１c)。
石積み，身廊のアーケード， さらにアプスの半円形状 クスール教会堂は方位を西南西一東北東とアル・
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